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桜餅つくり桜餅つくり

3月12日、関東風桜餅を作りました。
今回のポイントは米粉を使ったことです。

ケアハウスケアハウス



花見会
4月2日、お花見会を開催しました。
あいにくの天候だったため、施設内での開催と
なりましたが、ご家族様も70名程来園いただき、
入所者の皆様、職員も含めて約170名の大宴会
となりました。





デイサービスお楽しみ会お楽しみ会
白玉でぜんざい？  おしるこ？を作りました。
皆さん、これらの違いわかりますか？　
まあ、違いはともかく、どちらも美味しいこ
とには変わりはないのですけどね！



避難訓練避難訓練
　３月２１日、全部署合同の避難訓練を実施
しました。
　『命と生活を守るためには、日頃からの
意識づけ・訓練が大切である』との考えの
もと、当園では、さまざまな災害を想定し、
年に数回、避難訓練を実施しています。
　いつ起こってもおかしくない災害ですが、
『備えあれば憂いなし』となるよう、職員全員
が避難の手順を確認し、冷静な誘導に努め
ました。
　当日ご協力いただきました、入所者・入居
者、利用者の皆様、ありがとうございました。



KAIGOマジフェスKAIGOマジフェス

飯塚医師会市民公開講座飯塚医師会市民公開講座
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催
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Ｂ
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　3月25日に開催された飯塚医師会市民公開講座（飯塚医
師会館）で、当園の野見山施設長が、シンポジニストや他の
パネリストとともにパネルディスカッションに参加し、『施
設の立場からみた認知症』～現状報告と課題～について発
表しました。
　認知症を患っている方は今も増加傾向にあり、抱えてい
る課題も山積みですが、「今後も、認知症の方の受け入れが
適切に行えるように、感情労働に従事している職員へのサ
ポートだけでなく、地域・医療との連携も強化し、対応を検
討していきたい」とまとめました。
　認知症の方を支えるためには、地域の連携が不可欠で
す。地域で、「我がこと」・「丸ごと」受け入れられる社会。そ
うした社会づくりの一助になれるようにと、ときに認知症
予防の雑学や笑いを交えながら、社会福祉法人としての役
割と使命を力強く語りました。

　2月28日、クローバープラザで開催されたＫＡＩＧＯ
マジフェス～2025年介護のススメ～に、筑豊地区代表と
して惣門相談員（ケアハウス）が出場し、介護にかける熱
い思いを発表しました。
　介護という仕事を通して得た人 と々の繋がり、人と関わ
ることの喜びと楽しさ、別れの哀しみ、生活を支えること
の難しさなど、多くのことを経験し、学んできたことの
一つひとつを、これから続く若い職員たちにも伝えていき
たいという強い思いを感じました。
　残念ながら優勝は逃しましたが、地域の代表として檀
上に立つ姿を見て、共に働く仲間として、とても誇らしく
思いました。
大変なことも多い仕事ですが、「その何倍も感動があ
る！！」
介護に関わる仕事の素晴らしさをこれからももっと伝え
ていければいいですね。
　惣門職員、お疲れさまでした。


